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平成２２年（フ）第２０６３号
大阪市東住吉区住道矢田３丁目６番７`168

号
債務者 坂田 和代
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２１１８号
大阪市東淀川区豊里２丁目１番６`807号
債務者 高比良明彦
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２１４６号
大阪府交野市星田６丁目26番３`405号
債務者 前田 敏和
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２１５３号
大阪市住之江区粉浜西１丁目８番５号
債務者 リラクゼーションサロンあし家こと
野村 安将

１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２１５６号
大阪市浪速区湊町２丁目１番34`303号
債務者 永見 裕之

１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２１６９号
大阪市中央区高津３丁目２番30`1002号
債務者 竹下 裕司
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２１８７号
大阪市淀川区 本３丁目12番18号
債務者 飯田 夫
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２１８８号
大阪市淀川区 本３丁目12番18号
債務者 飯田 郁子
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２２０９号
大阪府箕面市坊島４丁目21番24号
債務者 西村 眞也
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部

平成２２年（フ）第２４５８号
大阪府四條畷市岡山１丁目１番24号山本マン
ション207号、住民票上の住所大阪府四條畷
市岡山東３丁目２番15号
債務者 ˆ橋 明
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２４８３号
大阪市住吉区山之内１丁目20番16`501号
債務者 太田 寛
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２５７９号
大阪府東大阪市玉串町西３丁目４番２`701

号
債務者 福田 雅代
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２５８２号
大阪市城東区諏訪４丁目24番１`305号
債務者 立岡 成之
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２６３９号
大阪市此花区伝法４丁目７番８号
債務者 山口 陽子

１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２７２４号
大阪府門真市中町６番５号
債務者 近¯ 浩美
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２８６３号
大阪府吹田市藤白台１丁目２番Ｄ35`313号
債務者 林 政樹
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２８６４号
大阪市西成区鶴見橋３丁目２番17号
債務者 冨田 紀子
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２９０９号
大阪府茨木市大住町５番10号
債務者 大関 鉄男
１ 決定年月日時 平成22年５月７日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年６月30日まで

大阪地方裁判所第６民事部š
š


		2010-05-20T14:59:03+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




